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表題 浴室内突然死（入浴死）の発生を予防するためのアラート開発
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特色ある取組：南北600キロと縦に長い鹿児島県。
気温差が大きいという特徴を生かし、当分野では

１３年間で取り扱った入浴死発生日から入浴死の
要因の多数を占める環境気温・日内気温差を抽
出・統計解析を行いました。

防ごう入浴死！安心して入浴できる毎日へ防ごう入浴死！安心して入浴できる毎日へ

↓

これらの結果を天気予報図のように地図上に
表示させることで、入浴死が発生しやすい日を
警告、入浴死予防へと繋がります。
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期待できる成果・評価など

入浴死は高齢社会を背景に増加の一
途を辿っており、深刻な社会問題と
なっています。

入浴死を予防するために、当分野で
は入浴死が発生しやすい環境気温・
日内気温差を記録した日に公式ホー
ムページ内で｢入浴死アラート｣とし
て注意を促すマークを地図上に自動
で表示させるシステムを構築しまし
た。

このような取組みは世界で初めてで
あり、まさに先端研究と言えます。

新聞社の取材も受けており、広く鹿
児島県民に周知・入浴死予防を実現
できましたら、鹿児島から日本全国
へこの取組みが広がっていくことと
確信しています。


